
学校生活の充実を目指し

６月も後半に入り、本格的な夏の到来を感じさせるような暑い日が続くようになってきまし

た。５月末から６月にかけては定期テストや部活動の地区大会があり、生徒たちにとっては忙

しい時期であります。学校では、一つ一つのことにしっかりと取り組み、学校生活を充実させ

ようと努力する生徒たちの姿がうかがえています。

学習、部活動の両面で充実を図る時期を迎え、６月３日（月）の全校朝会では「文武両道」

をテーマに話をしました。その中で、現在では「文武両面で優れている」と使われることが多

い「文武両道」について、江戸時代の儒学者である中江藤樹が遺した次の言葉を紹介しました。

この言葉を「文」は学習、「武」は部活動（運動だけでなく文化的な活動、校外での活動も

含みます）と言い換えると、学習や部活動に取り組む本来の意味が見えてくるような気がしま

す。学習、部活動に取り組む目的は、共に自身の可能性を大きく広げ成長させることです。そ

して、大切なことは「勉強だけ頑張れば」とか「部活動だけ頑張れば」ではなく、自身の成長

という目的に向かうための両輪である「学習」「部活動」を偏ることなく自分のペースでしっ

かりと回していくことだと考えます。

１学期も前半が終え、後半へと入りました。１学期前半の２ヶ月、わずかな期間でもの生徒

たちの着実な成長が見られています。１学期後半も学校生活の一層の充実、そして自身の成長

を目指し、生徒たちの文武両面での活躍を支えていきたいと思っています。 （校長）
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文と武は元来一徳であって、分かつことはできない。したがって、武なき文、

文なき武は共に真実の文ではなく、武でもない。

地区大会激励会の様子



小中で連携してあいさつの輪を広げよう ◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

５月21日（火）から24日（金）の４日間、保小中連携事業の

一環として『あいさつキャンペーン』を行いました。前の週の

16日（木）には、応援団の生徒が小学校を訪問し、挨拶の意義

について話したり、よい挨拶の実演を行ったりしました。

「あいさつキャンペーン」では、生徒たちは片貝小学校前や

通学路に立ち、登校してくる小学生や中学校の仲間に、元気に

「おはよう」と声をかけていまし

た。キャンペーン期間中は雨交じりの日もありましたが、元気な

挨拶の声が響く爽やかな光景が広がっていました。

生徒たちは、声をかけた小学生や仲間の笑顔を見て、あいさつ

の大切さを改めて実感していたようです。あいさつの輪を学校だ

けに止めることなく、地域にも広げてほしいと思っています。な

お、あいさつキャンペーンは10月にも行う予定です。

学習の一層の充実を目指し ◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆

５月30日（木）・31日（金）の２日間、『第１回定期テスト』

を行いました。１年生にとっては、入学して初めて経験する定

期テストでもありました。各学年とも、テスト数週間前から学

習計画を立て、テストに向けた学習を進めていました。定期テ

ストは年３回です（※この他に夏季休業明けに「夏休み課題テ

スト」があります）。定期テストの目的は大きく次の２点です。

ア それまでの学習内容の定着の状況を確認し、その後の学習の充実を図る。

イ 計画的に学習を進めたり、その過程で計画を見直し改善したりすることを通して、計画

的に物事を進めることを学ぶ。

定期テストは、テストが終わった後も大切です。生徒の中には、採点され返ってきたテスト

をもとに、間違った箇所を復習する様子もうかがえています。学習したことがしっかりと定着

していたか、学習の進め方に改善の必要がなかったかなどテスト後に振り返り、その後の学習

の一層の充実につなげてほしいと思っています。

メディアとの付き合い方について考える ◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆

６月４日（火）に『学校保健講演会』を実施しました。

昨年度までは片貝小学校と合同で行っていた講演会です

が、今年度は生徒たちに発達段階に応じた講演を子どもた

ちと保護者で聴く機会にするために、小中それぞれで開催

することとしました。講演会では、上越市のさいがた医療

センターで様々な依存症の方の治療や支援をしている心理

療法士 様からお出でいただき、「ゲーム・イ

ンターネット依存を防止しよう」という演題でお話をしていただきました。片中生の現状とし

ては、昨年度12月に行った学校や家庭での生活に関わるアンケートで「規則正しい生活を送る」

ことに課題があると回答した生徒が約３割、「メディアコントロール」がうまくいっていない

と回答した生徒も同じく約３割いました。この結果から「メディアコントロールがうまくいか

ず規則正しい生活が送れていない生徒が少なからずいる」ことが懸念されます。今回の講演会

は、生徒にとって自分の心と体の健康を守るためのメディアコントロールの重要性を学ぶとと

もに、自分の家庭での生活を見つめ直す機会になったことと思っています。

小学校での挨拶の実演

小学生と挨拶を交わす生徒たち

初めての定期テストに臨む１年生

学校保健講演会の様子



「いじめ」について理解を深めました ◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆

６月５日（水）に今年度第１回の「いじめ見逃しゼロス

クール集会」を行いました。今回は、県の推進するスクー

ルロイヤー活用事業で十日町市の弁護士 様を

派遣していただき、法律を踏まえての「いじめ問題」につ

いて話をお聴きすることができました。

いじめは学校の中だけの問題ではなく、社会的に深刻な

問題となっていて、身近に起きてしまったいじめも場合に

よっては法律によって罰せられることがあります。法律の専門家のお話を聴きながら、生徒た

ちはいじめ問題に対する認識を新たにし、理解をより深めていました。今年度も、生徒会では

仲間が安心して生活できる学校づくりを目指して、自主的な取組を進めてくれています。今回

の集会を受け、生徒たちが「いじめ問題」に対する意識をより高め、皆が安心して学校生活を

送ることができるよう取組を積み重ねていってほしいと思っています。

地区大会が始まりました ◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆

６月７日（金）から地区大会が行われています。今年度も

22日（土）までの間、競技により開催日等を分散して行われ

ます。４日（火）には、地区大会の激励会を行いました。野

球、バレーボール、バスケットボール、卓球の各部の生徒た

ちが大会に向けての決意を力強く述べていました。また、全

校生徒で互いの健闘を祈り、応援を行いました。

３年生にとっては、これから続く地区・県の大会が３年間

の部活動を締めくくる大会となります。日頃の練習で培ってきた技術、体力・気力を存分に発

揮して、１・２年生と共に大会に向けた各部の目標が達成できるよう頑張ってほしいと思って

います。なお、各部の成績は来月の学校だよりでお知らせします。

応援に欠かせない吹奏楽部の演奏

バレーボール部の決意発表野球部の決意発表 バスケットボール部の決意発表

卓球部の決意発表 各部代表が集まっての選手宣誓 応援を指揮する応援リーダー

いじめ見逃しゼロスクール集会の様子



願いが叶いますように ◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆

文化部の生徒たちが、玄関前に一足早く七夕の飾り付けを

してくれました。きれいな星空が描かれた掲示物、そしてそ

の脇には笹が飾られています。文化部は、これまでも教職員

を紹介するポスターなど様々な作品で学校生活に潤いを与え

てくれています。

七夕の飾り付けの前には生徒たちが集まり、短冊に願い事

を書き、笹に結び付ける微笑ましい光景が見られました。

～ ７月の主な予定 ～

日 月 火 水 木 金 土

6/30 7/1 ２ ３ ４ ５ ６

全校朝会 上級学校訪問 性に関する指導 健康ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ週間 ３年確認テスト

(３年) (３年) (～10日)

７ ８ ９ 10 11 12 13

生徒朝会 高校説明会(３年) 被爆者体験伝承講話 オープンスクール 薬物乱用防止教室 県総体

（体育祭軍決め） (３年) 激励会（県・吹奏楽） (２年)

２年ＰＴＡ行事

14 15 海の日㊡ 16 17 18 19 20

県総体 県総体 生徒会実践委員会 体育祭結団式

租税教室(３年)

21 22 23 24 25 26 27

地区吹奏楽 １学期個別面談 １学期個別面談 １学期個別面談 １学期個別面談 １学期終業式

コンクール

28 29 30 31 8/1 ２ ３

夏季休業

（～8/30）

御家庭へのお願い・お知らせ

〇７月22日（月）から25日（木）までの４日間、１学期個別面談を行います。詳細につきましては

案内文書を御家庭にお届けいたしましたので確認をお願いします。御多用とは存じますがよろし

くお願いいたします。

〇気温の高い日が多くなり、熱中症の懸念が高まる時期を迎えています。学校では熱中症の防止に

十分配慮しながら教育活動を進めてまいります。御家庭からは、生徒の水分補給のため水筒を持

参させていただくようお願いいたします。


